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防
衛
省
に
お
け
る
裏
金
問
題
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

防
衛
省
に
お
い
て
情
報
収
集
を
主
た
る
目
的
と
す
る
報
償
費
（
以
下
、
「
報
償
費
」
と
い
う
。
）
の
多
く
が
架
空
の
領
収
書

で
裏
金
化
さ
れ
、
幹
部
や
関
係
部
局
の
裁
量
で
使
え
る
よ
う
な
組
織
ぐ
る
み
の
不
正
経
理
を
長
年
に
渡
り
行
っ
て
い
た
こ
と

（
以
下
、
「
報
償
費
の
裏
金
化
」
と
い
う
。
）
が
判
明
し
、
ま
た
、
「
報
償
費
の
裏
金
化
」
に
よ
り
裏
金
化
さ
れ
た
「
報
償

費
」
の
一
部
が
、
防
衛
大
臣
、
副
大
臣
、
事
務
次
官
各
室
な
ど
防
衛
省
首
脳
レ
ベ
ル
の
人
物
へ
も
大
臣
官
房
秘
書
課
に
よ
っ
て

管
理
・
配
分
さ
れ
て
き
た
と
の
昨
年
十
二
月
の
新
聞
報
道
を
受
け
、
防
衛
省
に
お
い
て
「
報
償
費
」
の
使
途
等
に
つ
い
て
確
認

す
る
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
当
該
調
査
の
結
果
（
以
下
、
「
調
査
結
果
」
と
い
う
。
）
を
受
け
、
本
年
七
月
二
十
五
日
、

増
田
好
平
防
衛
事
務
次
官
は
、
「
報
償
費
の
裏
金
化
」
の
問
題
に
つ
い
て
、
適
正
化
に
向
け
た
改
善
策
（
以
下
、
「
改
善
策
」

と
い
う
。
）
を
公
表
し
た
。
右
と
「
政
府
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
六
九
第
四
八
二
号
）
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

「
調
査
結
果
」
並
び
に
そ
れ
を
受
け
て
発
表
さ
れ
た
「
改
善
策
」
の
内
容
に
つ
き
、
詳
細
に
説
明
さ
れ
た
い
。

二

増
田
事
務
次
官
に
よ
る
と
、
「
報
償
費
」
に
つ
き
「
改
善
を
要
す
る
事
項
が
あ
っ
た
」
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
防
衛
省
に

お
い
て
、
「
報
償
費
」
の
使
途
に
つ
き
ど
の
様
な
改
善
を
要
す
る
事
項
が
あ
っ
た
の
か
、
具
体
的
事
例
を
挙
げ
、
詳
細
に
説

明
さ
れ
た
い
。

一



三

防
衛
省
に
お
い
て
、
「
報
償
費
」
の
使
途
に
つ
き
、
過
去
何
年
に
渡
り
改
善
を
要
す
る
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
か
。

四

増
田
事
務
次
官
は
、
「
報
償
費
」
の
使
途
に
つ
き
、
改
善
を
要
す
る
事
項
が
あ
っ
た
と
認
め
る
一
方
で
、
「
報
償
費
の
裏

金
化
」
は
「
確
認
さ
れ
て
い
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
と
承
知
す
る
が
、
防
衛
省
は
ど
の
関
係
部
局
に
ど
の
様
な
調
査
を

行
っ
た
上
で
「
報
償
費
の
裏
金
化
」
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
い
る
の
か
、
明
確
に
説
明
さ
れ
た
い
。

五

今
回
防
衛
省
は
、
「
調
査
結
果
」
に
つ
い
て
、
国
民
に
対
し
て
十
分
な
説
明
責
任
を
果
た
し
た
と
考
え
て
い
る
か
。

六

「
調
査
結
果
」
に
つ
い
て
、
防
衛
省
は
具
体
的
に
ど
の
様
な
方
策
を
も
っ
て
国
民
に
対
す
る
説
明
を
行
っ
た
か
。
例
え

ば
、
二
〇
〇
八
年
版
防
衛
白
書
に
「
調
査
結
果
」
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
を
載
せ
て
い
る
か
。

七

六
で
、
載
せ
て
い
な
い
の
な
ら
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

八

増
田
事
務
次
官
は
、
「
報
償
費
の
裏
金
化
」
に
つ
い
て
、
確
認
さ
れ
て
い
な
い
と
し
な
が
ら
も
同
時
に
関
係
書
類
の
精
査

や
聞
き
取
り
等
に
よ
り
、
調
査
（
以
下
、
「
調
査
」
と
い
う
。
）
を
継
続
す
る
と
発
表
し
た
と
承
知
す
る
が
、
「
調
査
」
の

担
当
責
任
者
の
官
職
氏
名
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

九

現
在
「
調
査
」
は
、
ど
の
様
な
進
捗
状
況
に
あ
る
か
説
明
さ
れ
た
い
。

十

防
衛
省
に
お
い
て
、
い
つ
を
目
処
に
「
調
査
」
の
結
果
を
取
り
ま
と
め
る
考
え
で
い
る
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

二



十
一

防
衛
省
に
つ
い
て
、
本
年
九
月
二
十
九
日
に
会
計
検
査
院
は
、
電
話
の
回
線
使
用
料
に
つ
い
て
五
千
七
百
八
十
万
円
の

無
駄
が
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
財
政
再
建
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
る
現
在
、
右
の
無
駄
遣
い
を
含
め
、
「
報
償
費
の
裏
金

化
」
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
防
衛
省
は
十
分
な
改
善
策
を
示
し
、
国
民
の
信
頼
回
復
に
努
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る

が
、
浜
田
靖
一
防
衛
大
臣
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


